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重点環境施策２　安全・安心な食の提供と地産地消の推進に取り組みます。
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順調

　平成２９年度から令和３年度までの５か年で実施した、北部地区の水道整備により水道普及率が上昇した。

　給水区域外の人口減少が大きかったことも要因と考えられる。

　水道普及率は分母となる行政区域内総人口の変動により影響を受けるが、給水人口の減少割合と比較して給水区域外の減少

割合が大きかったことから、水道普及率は上昇したものと考えられる。

第２次能代市環境基本計画　指標目標点検及び後期目標検討シート

前　期　指　標 策定時現状値
実績値推移

前期目標

水道普及率

（説明）

水道普及率＝給水人口÷行政区域

内総人口

　９０．８％

(Ｈ２８)

91.6%

（29）

91.8%

（30）

92.1%

(Ｒ１)

92.1%

(２)
９２．０％

グラフ

　推移の分析・考えられる要因

継続

目標値設定理由

５年で１％程度の増加を目指す

　今後の施策の方向性、考えられる対策等

・施策の方向性：水道を効率的に整備する。

・考えられる対策等：水道を必要とする地域への整備は、水道事業の経営の健全化を考慮しながら進めるとともに、老朽管の

更新を計画的に行うなど、水道の効率的な整備を進めます。
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